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研究要旨 
再生不良性貧血に対する同種造血幹細胞移植では、重症度、年齢、罹病期間、輸血量、ＨＬ
Ａ抗体の有無などが予後に影響するとされているが、血縁・非血縁バンクドナーの存在しな
い非血縁臍帯血移植における生着不全は再生不良性貧血において重要な問題である。Post 
Cyを用いる血縁者間HLA半合致末梢血幹細胞移植は生着不全例に対して比較的早く準備が
でき、効果が期待できる移植法である可能性が示唆された。 

 

Ａ．研究目的 
 
再生不良性貧血に対する同種造血幹細胞移植

では、重症度、年齢、罹病期間、輸血量、ＨＬ
Ａ抗体の有無などが予後に影響するとされてい
る。本研究では当科における再生不良性貧血患
者の臨床的特徴を解析し、移植成績を向上させ
るためにどのような移植前処置が有効であるの
かを検討する事を目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
 
再生不良性貧血患者の移植前のフェリチン値、

HLA 抗体の有無、ドナー、移植前処置と移植成
績について解析するとともに、臍帯血移植後の
生着不全に対して Post Cy を用いる血縁者間
HLA 半合致末梢血幹細胞移植を施行し生着を
得られた症例について報告する。 
 
Ｃ．研究結果 
 
当科では、再生不良性貧血患者 9 人に、計 10
回の同種造血細胞移植が行われていた。年齢中
央値 33 歳(20～65 歳)、患者の年齢構成は 20 歳
代 3 人、30 歳代 4 人、60 歳代 2 人であった。
性別は男性 3 人、女性 6 人。発症から移植まで
の期間は中央値 60.2 カ月（6.9～587 カ月）で
あり罹病期間の長い高齢者が多かった。移植前
のフェリチン値は 2,190ng/mL (19～62,258 
ng/mL), 総赤血球輸血が 50 単位超える症例は

6 例（最大約 600 単位）、HLA 抗体陽性例は 2
例であった。ドナーは HLA 一致同胞からの移
植が 6 人、非血縁者骨髄移植が 2 人, 1 例で非血
縁臍帯血移植と生着不全のため HLA 半合致の
血縁ドナーより移植が行われた。 
 前処置は cyclophosphamide (CY) 200mg/kg 
+ total lymphoid irradiation (TLI) 5Gyが 4例, 
CY + anti-thymocyte globulin (ATG) 1 例, 
fludarabine (Flu) + CY +ATG + total  body 
irradiation (TBI) 4 例, fludarabine (Flu) + Mel 
+ total  body irradiation (TBI) が 1 例で用
いられていた。非血縁臍帯血移植後の生着不全
が 1 例あったが、その他の８例は中央値移植後
20 日（16～24 日）で好中球の生着が確認され
た。 
１8 歳時に他院で再生不良性貧血と診断され，
2000 年頃より輸血依存となった 65 歳女性は
2013 年 6 月 HLA-C 2 座＋DR 1 座が不適合の
血 清 型 ５ / ８ 一 致 非 血 縁 ド ナ ー よ り
Flu+CY+ATG+TBI 2Gyを前処置として同種骨
髄移植を行い移植後 Day21 で生着し、現在１年
半を超え外来通院している。 
最近経験した生着不全の症例は 20 歳の中国

人女性。重症再生不良性貧血に ATG+CyA 療法
を行うも無効。国内および中国のバンクにも至
適ドナーが不在で、抗 HLA 抗体陽性、CyA 脳
症を有していた。このため，2014 年 11 月 Flu 
30mg/m2 x 5 日間 +Mel 80mg/m2 x 1 日間＋ 
TBI 4Gy を前処置として，非血縁間臍帯血移植
を施行した。免疫抑制剤は FK506（脳症のため



PSL 1mg/kg に途中変更）+ Short MTX を用い
た。この際のドナーは血清学的には HLA-A, B，
C 各一座不適合の 5/8 合致，DNA 型は DR のみ
合致の 2/8 合致ドナーで, 細胞数は患者体重あ
たり 2.51x107/kg, CD34 0.51x105/kg の臍帯血
を移植した。しかし，生着不全となり初回移植
後 Day 57 を２回目の Day0 として，HLA 半合
致 (HLA 血清型 4/8 合致 )の母親から Flu 
30mg/m2 x 5 日間 +CPA 15mg/kg x 2 日間＋ 
TBI 2Gy の前処置に，post CY 50g/kg x 2 日間
+MMF 15mg/kg x 3/日+PSL 1 mg/kg の免疫抑
制で末梢血幹細胞移植を行った。母親の HLA
型に対する抗 HLA 抗体を有してはいたが，1
回目の移植前より 2 回目の移植時には力価が低
下していて低～中力価になっていた。移植後
Day20 に好中球 500/L 以上に回復し生着が得
られた。 
 
Ｄ．考察 
 
当科における再生不良性貧血に対する移植の

特徴として、罹病期間の長いことが挙げられる。
中央値で約 5 年であるが、発症から 2 年以内の
移植は 3 例にとどまり、最長は発症から約 49
年の症例があった。罹病期間の長い高齢者であ
っても Flu+CY+ATG+TBI 2Gy を前処置とし
て同種骨髄移植を施行し生着が得られている。
しかし輸血量の多さから抗 HLA 抗体を有する
例も多く、血縁、非血縁バンクドナーの存在し
ない非血縁臍帯血移植における生着不全は再生
不良性貧血において重要な問題である。 

Clay らは再生不良性貧血８例（うち４例は同
種移植後の生着不全）に対して Post Cy を用い
た HLA 半合致末梢血幹細胞移植を施行し８例
中６例に生着が認められたと報告している。最
近、我々も臍帯血移植後の生着不全に対して
Post Cy を用いる血縁者間 HLA 半合致末梢血
幹細胞移植を施行し生着を得られた症例を経験
した。 
 
Ｅ．結論 
 

Post Cy を用いる血縁者間 HLA 半合致末梢
血幹細胞移植は生着不全例に対して比較的早く
準備ができ、効果が期待できる移植法である可
能性が示唆された。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 
なし 
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